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安心して健やかに暮らせる地域づくりに貢献していきます。
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2― 厚生連だより ―

　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかな年をお迎え
のことと存じ、心よりお慶び申し上げます。平素は厚生事業に深いご理解とご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　いまだ収束を見ない新型コロナウイルス感染症は、国内では感染例の報告が減少し
ているものの、新たな変異株の出現など、感染再拡大が危惧されています。

　ＪＡグループ三重では、令和３年 11月に開催した第 44回ＪＡ三重大会において、①多彩な農業の拡充による
農業生産の拡大と農業者の所得増大、②組合員との関係深化と多様な連携による組織・地域の活性化、③自己改
革を支える持続可能なＪＡ経営の確立を重点取組事項として決議いたしました。本年は、各重点実施項目の着実
な実践に努め、自己改革の成果を積み上げてまいります。
　厚生事業においては、引き続き新型コロナウイルス感染症に対応するため、帰国者・接触者外来の設置、感染
患者の入院受入れ、ワクチン接種を行ってまいりました。今後も、第６波にそなえて、厚生連の病院において、
公的医療機関の使命を全うするため、県が設置する臨時応急処置施設等への医療従事者の派遣も含め、新型コロ
ナウイルス感染症の治療に積極的に取り組んでまいります。
　本会は、ＪＡグループの一員として組合員及び地域住民の皆様が住み慣れた地域で安心して健やかに暮らせる
よう、選ばれる病院づくりを目指し、役職員一丸となって邁進する所存でございます。今後ともなお一層のご支
援とご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、年頭の挨拶といたします。

経営管理委員会 会長　　谷口 俊二

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。皆様には健やかに新春をお迎えのことと心
からお慶び申し上げます。また、平素は本会事業に対し、温かいご支援とご協力を賜
りますこと厚く御礼申し上げます。
　昨年は、東京五輪・パラリンピックでの日本人選手の活躍、投打でメジャーを席巻
した大谷翔平選手、池江璃花子選手の奇跡の復活など、新型コロナ感染症にあえぐ日
本に勇気と感動を与えてくれました。諦めることなく、努力を積み重ねてきた結果で

あり、挑戦することの大切さや、人間の持つ果てしない可能性を感じさせてくれました。
　一方、新型コロナ感染症が猛威を振るい、未曾有の危機に悩まされ続けた 1年でもありました。８月には 21
都道府県に緊急事態宣言が発令されましたが、第 5波では入院できずに自宅療養を余儀なくされる患者が増え、
地域医療は崩壊寸前の状態まで追い込まれました。ワクチン接種が奏功してか、年末には嘘のように静かになり
ましたが、日本の閑静をよそに韓国、欧州諸国では感染者が急増しています。ブレークスルー感染や新たな変異
株も出現し、油断できない状況が続いています。一日も早く終息し、平穏な日常に戻ることを心から願います。
　職員の皆さんは、２年近くも感染への脅威・不安がある中で勤務しています。通常の業務に加え、感染者の受
入れ、ワクチン接種、また人的支援等の要請にも応えてくれています。職員一人ひとりの使命感、責任感によっ
て、本会の事業運営ならびに地域医療が守られたことに心から感謝いたします。
　今、人口減少・少子高齢化が進み、また新型コロナの感染拡大を受けて、医療の在り方は大きく変わろうとし
ています。2025 年に向けた病床の機能分化、感染症対策、働き方改革に伴う医師の時間外労働規制、医師・看
護師の負担軽減、更には深刻なダメージを受けた経営悪化からの回復など、取り組まなければならない課題が山
積しています。今年は、厚生連にとって試練の年になりそうです。
　苦しい時こそ、成長するチャンスなのは言うまでもありません。厚生連は、困難に立ち向かう勇気ある組織で
あり、そうした職員が働いている組織です。
　厳しい時代ではありますが、共に頑張ることを誓い新年のご挨拶とさせていただきます。

代表理事 理事長　　庄山 隆裕
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当
院
で
は
平
成
31
年
度
よ
り
、
診
療
機
能
の

更
な
る
強
化
を
目
的
と
し
て
、
増
改
築
計
画
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
８
月
に
開
催
し
た
起
工
式
を
機
に
新

棟
（
北
館
）
の
建
築
工
事
を
開
始
し
、１
年
２
ヶ

月
の
工
期
を
終
え
、
つ
い
に
昨
年
11
月
１
日
よ

り
新
棟
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
様
々
な
制
約
を
強
い
ら
れ
る
中
で
の
工
程

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
大
な
る
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
棟
の
運
用
開
始
に
先
立
っ
て
、
昨
年
10
月
17

日
に
は
竣
工
式
お
よ
び
内
覧
会
を
開
催
し
、
各
方

面
よ
り
多
数
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

増
改
築
計
画
で
は
、
救
急
、
健
診
、
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
の
強
化
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
、
当
院
の
強
み
で
あ
る
救
急
受
入

体
制
の
強
化
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
救
急
セ
ン
タ
ー
を
従
来
の

３
倍
以
上
に
拡
幅
す
る
と
と
も
に
、
20
床
の
救

急
病
棟
を
開
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の

本
館
改
修
で
は
隣
接
エ
リ
ア
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
特
定

集
中
治
療
室
）
を
設
置
し
、
高
度
急
性
期
病
床

を
集
約
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
に
つ

い
て
も
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
棟
の
完
成
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

新
棟
の
オ
ー
プ
ン
に
引
き
続
き
、
令
和
４
年

８
月
ま
で
の
工
期
で
本
館
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
工
事
の
進
捗
状

況
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竣
工
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

増
築
工
事
が
完
了
し
、新
棟
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

松
阪
中
央
総
合
病
院　
事
務
部
長　

田
畑 

耕
治

「新棟の概要とコンセプト」

５Ｆ
健康管理センター
『エポック』

４Ｆ
血液浄化センター

３Ｆ
救急病棟

２Ｆ
内視鏡センター

１Ｆ
救急センター

● �部門面積を旧施設の３倍以上に拡幅することで、１日の平均利用者数は旧施設の35 名に対し、
常時 50 名の受入が可能となります。 

● �部門内・新棟内に各種検査室を設置し、可能な限り施設内で健診を完結できる運用としました。 
● �プライバシー確保の観点から、待合エリアは充分にゆとりをもったスペースを確保するととも

に、女性専用エリアを設置しました。

● �この地域の患者さんが安心して透析治療を受けていただけるよう、透析治療室を新
棟へ移設し、治療環境の向上を図りました。 

● �感染症・重症への対応として、個室（陰圧）を２室設置しました。 
● �最新の透析支援システムを導入し、安全な透析治療と業務の効率化を実現しました。

● �救急専用病床を 20 床配置し、１階救急センターと直結することで、迅速な救急入
院対応が可能となりました。 

● �感染症への対応として、陰圧室を５床設置しました。 
● �本館改修において、隣接エリアにＩＣＵ（特定集中治療室）を設置し、高度急性期

対応の病床を集約します。また、将来的に一部をＳＣＵ（脳卒中ケアユニット）に
転換可能な構造としました。

● �内視鏡センターとして集約、内視鏡室を６室に増室し、健診を含むより多くの検査
に対応します。 

● �がんの早期発見、早期治療を行い、「地域がん診療連携拠点病院」としての役割を
果たします。 

● �治療・検査時の患者さんの負担を少しでも和らげるため、ゆとりのある落ち着いた
空間を配置しました。 

● �部門面積を旧施設の３倍に拡幅し、初療室 4 室、診察室 4 室を配置しました。 
● �診断の迅速化を図るため、ＣＴおよび一般撮影装置をセンター内に配備しました。 
● �感染症への対応として、専用診察室（陰圧）を設置しました。 
● �３階に直結した救急病棟を設置することで、迅速な入院対応が可能となりました。 

◀
新
棟
の
全
景

▶
ド
ク
タ
ー
カ
ー
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入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
様
々

な
疾
患
や
原
因
に
よ
り
自
分
で
尿
が
出
せ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
は
、
膀
胱
に
管
を
入
れ
て
尿
を
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
管
を
入
れ
た
ま
ま
自
宅
へ
の
退

院
は
制
限
も
多
く
、
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質

を
下
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
管
を
抜
く

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
尿
失
禁

や
頻
尿
、
残
尿
感
、
さ
ら
に
は
自
分
で
尿
を

出
す
こ
と
が
難
し
く
、
再
び
管
を
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
排
尿
に
対
す
る
問
題
を
解
決

す
べ
く
、５
階
西
病
棟
（
泌
尿
器
科
）
で
は
、

令
和
２
年
か
ら
泌
尿
器
科
専
門
の
医
師
・
看

護
師
・
作
業
療
法
士
・
薬
剤
師
で
構
成
さ
れ

た
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
（
図
１
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
排
尿
ケ
ア
に
特
化

し
た
治
療
、
生
活
の
援
助
、
リ
ハ
ビ
リ
や
内

服
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
院

内
全
体
の
ケ
ア
に
当
た
る
こ
と
で
、
入
院
し

て
い
る
診
療
科
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

り
専
門
性
の
高
い
排
尿
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

排
尿
障
害
の
把
握
に
は
、
排
尿
日
誌
（
図

２
）
と
残
尿
測
定
器
（
図
３
）
を
使
用
し
ま

す
。
排
尿
日
誌
か
ら
は
排
尿
の
間
隔
や
１
回

の
排
尿
量
の
把
握
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
残
尿
測
定
器
で
は
膀
胱
内
の

残
尿
の
程
度
を
把
握
で
き
る
た
め
、
し
っ
か

り
と
尿
を
出
せ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
残
尿
測
定
は
超
音
波
式
な
の

で
痛
み
を
伴
い
ま
せ
ん
）。
こ
れ
ら
２
つ
の

情
報
を
も
と
に
、
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
が
一
丸

と
な
り
ケ
ア
の
計
画
・
実
施
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
新
し
い
チ
ー
ム
で
す
が
、
今
後

も
患
者
さ
ん
の
排
尿
に
対
す
る
問
題
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
階
西
病
棟 

排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
の
ご
紹
介

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
看
護
師　

阿
部 

将
也

図１　排尿ケアチーム 図２　排尿日誌

図３　残尿測定器 カンファレンス
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今
回
、
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
さ
ん
の
診
療
・
検
査

拡
充
の
た
め
、
新
規
導
入
さ
れ
ま
し
た
血
管

造
影
撮
影
装
置
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

血
管
造
影
撮
影
装
置

C
an

on

　

A
lp

h
en

ix　

IN
F

X
-800V

　

バ
イ
プ
レ
ー
ン

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
社
製
の
多
目
的

用
バ
イ
プ
レ
ー
ン
装
置
に
な
り
ま
す
。
造

影
剤
に
よ
る
血
管
撮
影
と
血
管
内
に
医

療
器
具
を
通
し
治
療
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療

（Interventional R
adiology

）
を
行
い

ま
す
。
バ
イ
プ
レ
ー
ン
と
は
Ｘ
線
の
発
生
装

置
を
２
つ
搭
載
す
る
機
器
の
こ
と
を
指
し
、

２
方
向
同
時
撮
影
が
可
能
な
こ
と
で
、
使
用

す
る
造
影
剤
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
検

査
時
間
の
短
縮
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

診
断
お
よ
び
治
療
精
度
を
よ
り
高
め
る
付

加
機
能
と
し
て
、
回
転
撮
影
が
可
能
で
、
Ｃ

Ｔ
装
置
で
撮
影
し
た
よ
う
な
画
像
が
得
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
画
像
を
付
属
す
る
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
再
構
築
す
る
こ
と
で

立
体
的
な
血
管
描
出
が
可
能
と
な
り
、
よ
り

精
度
の
高
い
Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療
を
施
行
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
検
出
器
が
搭
載
さ
れ
た
こ
と

で
経
年
変
化
に
よ
る
画
質
の
劣
化
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
受
光
感
度
が

向
上
し
た
こ
と
で
Ｘ
線
出
力
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
被
ば
く
低
減
が
望
め
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
機
能
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は

ご
く
一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
医
療
の
現

場
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
お
り
、
画
像
診

断
分
野
に
よ
る
情
報
提
供
に
お
い
て
も
、
被

検
者
で
あ
る
患
者
さ
ん
の
利
益
を
損
な
わ
な

い
よ
う
、
こ
れ
ら
の
装
置
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
以
上
に
有
益
な
情
報
を
提
供
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

血
管
造
影
撮
影
装
置【
キ
ヤ
ノ
ン
社
製　

INFX-800V

】導
入

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総
合
病
院　
診
療
放
射
線
技
師　

大
辻 　
努
武

Ｃ
Ｔ
装
置【
キ
ヤ
ノ
ン
社
製　

Aquilion Prim
e SP

】導
入

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
放
射
線
科
主
任　

杉
谷 

政
剛

本
装
置
は
、
人
工
知
能
を
搭
載
し
た
80
列

ク
ラ
ス
の
最
上
位
機
種
で
す
。

特　

徴

☆�

１
秒
間
に
１
６
０
㎜
の
ヘ
リ
カ
ル
ス
キ
ャ

ン
が
可
能

64
列
か
ら
80
列
へ
の
検
出
器
多
列
化
に
よ

り
、
１
回
転
で
の
カ
バ
ー
範
囲
が
拡
大
し
、

最
速
０
．
３
５
秒
回
転
で
の
撮
影
が
可
能
に
。

ま
た
、
80
列
検
出
器
専
用
Ｄ
Ａ
Ｓ
（D

ata 
A

cquisition System

）
に
よ
り
デ
ー
タ
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
精
度
が
従
来
の
約
1.5
倍
に
向

上
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
シ
リ
ー
ズ
と

比
べ
、
全
領
域
で
0.5
㎜
ス
ラ
イ
ス
の
高
精
細

画
像
を
保
ち
な
が
ら
約
２
倍
速
で
の
高
速
撮

影
を
実
現
し
ま
し
た
。

☆
Ａ
Ｉ
技
術

◎�

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
て
設
計
さ

れ
た
画
像
再
構
成
技
術A

iC
E

を
搭
載

　

�

複
雑
な
モ
デ
ル
や
繰
り
返
し
演
算
の
結
果

を
組
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
高
画
質
を
高

速
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
低
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
領
域
に
お
け
る
高
い
ノ
イ
ズ

低
減
効
果
や
粒
状
性
の
維
持
効
果
が
良
く
、

低
線
量
領
域
で
の
安
定
し
た
画
質
改
善
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

◎�S
E

M
A

R
 (S

ingle E
nergy M

etal 
A

rtifact R
eduction)

に
よ
り
撮
影
の
ノ

イ
ズ
を
低
減

　

�SEM
A

R

は
画
像
お
よ
び
生
デ
ー
タ
上
か

ら
金
属
を
特
定
し
、
Ｃ
Ｔ
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ

ク
ト
を
低
減
す
る
再
構
成
処
理
で
す
。
一
般

的
に
使
用
さ
れ
る
ヘ
リ
カ
ル
ス
キ
ャ
ン
に
対

応
し
、
整
形
領
域
に
限
ら
ず
、
全
身
領
域
で

対
応
。
頭
部
や
腹
部
の
コ
イ
リ
ン
グ
術
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
、
口
腔
内
の
充
填
物
か
ら
発
生

す
る
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
な
ど
、
全
身
で
効
果

的
に
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
の
低
減
を
効
果

的
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

◎
開
口
径
７
８
０
㎜
の
ワ
イ
ド
・
ボ
ア

　
�

検
査
に
お
け
る
圧
迫
感
の
減
少
や
患
者
さ

ん
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

�
重
篤
な
状
態
に
あ
る
救
急
患
者
さ
ん
に
対

し
、
体
位
に
依
存
し
な
い
柔
軟
な
検
査
が

行
え
ま
す
。
寝
台
左
右
動
機
能
も
搭
載
可

能
と
し
、
患
者
さ
ん
を
移
動
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
心
臓
検
査
時
に
素
早
く
心
臓
を
中

心
に
合
わ
せ
た
り
、
救
急
検
査
時
な
ど
体

を
動
か
せ
な
い
場
合
も
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

が
容
易
に
な
り
ま
す
。

☆
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査

ス
キ
ャ
ン
前
～
ス
キ
ャ
ン
～
ス
キ
ャ
ン
後

ま
で
、
ト
ー
タ
ル
で
心
臓
検
査
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
各
種
機
能

を
搭
載
し
て
い

ま
す
。
煩
雑
な

心
臓
検
査
か

ら
、
よ
り
簡
便

で
、
患
者
さ
ん

に
や
さ
し
い
心

臓
検
査
を
提
供

し
ま
す
。
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令
和
３
年
９
月
24
日
に
大
紀
町
に
あ
る
大

宮
中
学
校
の
２
年
生
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
学
生
に
対
す

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
現
在
や
将
来
を
見
据
え
る

こ
と
を
中
心
に
行
う
教
育
、
職
業
教
育
）
の
一

環
で
「
医
療
現
場
の
仕
事
に
つ
い
て
」
と
い
う

内
容
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
小
辻
看
護
部
長
か
ら
授
業

の
流
れ
な
ど
の
話
が
あ
り
、そ
の
後
職
種
別
に
、

・
仕
事
の
内
容

・
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
変
な
の
か

・
仕
事
の
や
り
が
い

・
楽
し
い
と
思
う
こ
と

・
資
格
を
取
得
す
る
に
は

な
ど
を
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
５
～
10
分
程
度
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
か
生
徒
の
皆
さ
ん
は
医

療
従
事
者
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
く
、
非

常
に
た
く
さ
ん
の
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。「
こ

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
理

由
は
？
」、「
命
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
上
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
？
」
な
ど
と
問
わ
れ
、
授

業
を
さ
せ
て
頂
い
た
私
た
ち
も
初
心
に
か
え
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

後
日
頂
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の
感
想
文
に

は
、「
将
来
の
夢
で
あ
る
看
護
師
さ
ん
の
話
が

聞
け
て
、
よ
り
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」、「
皆
さ

ん
の
よ
う
な
医
療
従
事
者
に
将
来
な
り
た
い
と

思
っ
た
」
な
ど
、
大
変
う
れ
し
い
言
葉
を
頂
け

た
反
面
、
私
達
の
授
業
が
、
こ
れ
か
ら
の
進
路

を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
沢
山
の
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
け
て
、
非
常
に
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

去
る
11
月
24
日
に
鈴
鹿
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
て
「
三
重
県
精
神
障
が
い
者
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
体
制
構
築
事
業
関
係
職
員
等
研
修

会
」
の
講
師
と
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
油
断
で
き
る
状
況
で

は
な
く
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
約
30
名
の
方
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
年
に
２
回
、
精
神
保
健
・
福
祉
・

医
療
関
係
者
の
理
解
を
深
め
、
人
材
育
成
を

図
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
研
修
会
で
す
。

今
回
は
、
精
神
障
が
い
者
の
支
援
に
か
か
わ

る
関
係
機
関
職
種
が
、
円
滑
な
地
域
連
携
及

び
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
実
施
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
私
が
昨
年
度
所
属
し
て
い

た
、
長
野
県
の
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー

あ
づ
み
病
院
精
神
科
に
お
け
る
院
内
外
で
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
施
設

へ
の
医
師
の
往
診
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
地
域
へ
の
診
療
所
事
業
、
訪
問
看
護
な
ど

で
す
。
第
二
部
で
は
当
院
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

チ
ー
ム
か
ら
の
宿
題
（
？
）
で
あ
る
「
三
重

県
で
精
神
疾
患
の
方
々
が
地
域
で
生
活
で
き

る
日
数
が
短
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
を
交
え
た
考
察
を
紹

介
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
結
論
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
質
疑
応
答
で
た
く
さ
ん
ご
意
見

も
い
た
だ
き
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
議
論
が

で
き
ま
し
た
。

本
発
表
を
通
じ
て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

と
は
何
か
、
患
者
様
が
地
域
で
の
生
活
を
送

る
う
え
で
の
全
国
的
な
課
題
、
三
重
県
特
有

の
課
題
な
ど
を
学
べ
、
議
論
で
き
た
の
は
大

変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
患
者
様
一
人
一
人
に
沿
っ
た
適
切
な
医

療
を
提
供
し
、
満
足
の
い
く
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
三
重
県
精
神
障
が
い
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制

　

構
築
事
業
関
係
職
員
等
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

鈴
鹿
厚
生
病
院　
精
神
科
専
攻
医　

前
田 

和
輝

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室 「
医
療
現
場
の
仕
事
に
つ
い
て
」 

を
行
い
ま
し
た

大
台
厚
生
病
院　
診
療
放
射
線
技
師　

中
西 

俊
博
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認
定
看
護
管
理
者
と
は
、
公
益
社
団
法

人
日
本
看
護
協
会
が
認
定
す
る
資
格
制
度

の
こ
と
で
専
門
看
護
師
、
認
定
看
護
師
と

同
様
の
認
定
資
格
制
度
に
な
り
ま
す
。
私

は
平
成
26
年
に
認
定
看
護
管
理
者
を
取
得

し
ま
し
た
。

認
定
看
護
管
理
者
の
役
割
を
ま
と
め
る

と
、
次
の
４
つ
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① �

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
政
策
等
に
関
す

る
知
識
や
組
織
管
理
に
必
要
な
理
論
、

経
営
的
な
視
点
等
を
用
い
て
自
身
の
管

理
す
る
組
織
を
分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
向
上
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し

て
、
実
行
す
る
。

② �

看
護
師
が
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
看

護
の
質
を
向
上
で
き
る
よ
う
、
教
育
体

制
を
整
え
人
材
育
成
を
推
進
し
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
提
供
で
き

る
よ
う
、
職
員
の
資
質
を
活
か
し
た
配

置
を
行
う
。

③ �

労
働
環
境
の
整
備
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど
、
看
護
師
が
継
続

し
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
。

④ �

医
療
事
故
を
防
ぎ
、
安
全
な
医
療
・
看

護
を
提
供
す
る
た
め
の
教
育
や
体
制
の

構
築
を
行
い
、
組
織
と
し
て
安
全
管
理

を
推
進
す
る
。

平
成
31
年
４
月
に
看
護
部
長
を
拝
命
し
て

か
ら
２
年
８
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
認
定

看
護
管
理
者
と
し
て
、
そ
し
て
看
護
部
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
役
割
を
果
た
す

べ
く
、
こ
の
期
間
に
様
々
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

初
年
度
は
５
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
「
病
院
機
能
評
価
受
審
」。
医
療
の
質
評

価
で
す
の
で
、
そ
の
改
善
活
動
に
病
院
全
体

で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
年
目
に
は
世
界
各
地
で
感
染
が
拡
大
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で

す
。
病
院
正
面
玄
関
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
、
感

染
症
患
者
の
受
け
入
れ
病
棟
の
開
設
、
職
員

の
健
康
管
理
と
院
内
感
染
防
止
対
策
な
ど
、

感
染
管
理
認
定
看
護
師
と
連
携
し
な
が
ら
体

制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
は

増
築
棟
の
完
成
で
す
。
一
昨
年
８
月
26
日
の

起
工
式
か
ら
、
約
１
年
２
ヶ
月
後
の
昨
年
10

認
定
看
護
管
理
者
紹
介

松
阪
中
央
総
合
病
院　
看
護
部
長　

濵
口 

早
弓

月
17
日
に
竣
工
式
を
迎
え
ま
し
た
。
新
棟
は

昨
年
11
月
か
ら
本
稼
働
し
ま
し
た
が
、
な
か

で
も
救
急
病
棟
は
新
設
で
す
の
で
、
開
設
に

向
け
て
人
員
確
保
と
育
成
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
救
急
セ
ン
タ
ー
と
救
急
病
棟
を

一
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
た
め
、
運
用
に

つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
で
過
ぎ
た
２
年
８
ヶ
月
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
組
織
的
に
大
き
な
事
業
の

中
で
、
看
護
管
理
者
と
し
て
関
わ
れ
た
こ
と

は
私
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
え
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
組
織
や
地
域
の
医
療
・
看
護
の
質
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



LETTER OF JA MIE KOSEIREN
　
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
は
、

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
の
摂
取
基
準
を
示
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
す
。
５
年
ご
と
に
改
定
さ

れ
て
お
り
、
令
和
２
年
版
で
は
、
健
康

の
保
持
・
増
進
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・

重
症
化
予
防
の
た
め
、
健
康
な
方
へ
の

１
日
の
塩
分
目
標
量
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
成
人
男
性
で
８
ｇ
➡
７
・
５
ｇ
へ
、

成
人
女
性
で
７
ｇ
➡
６
・
５
ｇ
へ
と
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
の
「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

に
よ
る
と
、
食
塩
摂
取
量
の
平
均
値
は

10
・
１
ｇ
で
あ
り
、
減
塩
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

～
当
院
の
減
塩
食
を
紹
介
し
ま
す
～

焼
き
鯖
の
お
ろ
し
か
け

作
り
方

① �
大
根
は
す
り
お
ろ
す
。
他
の
野
菜
類

は
千
切
り
に
し
、
さ
っ
と
茹
で
て

水
気
を
絞
り
、
し
ょ
う
ゆ
・
だ
し
汁
・

大
根
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

② 

鯖
は
塩
を
振
っ
て
焼
く
。

③ 

鯖
に
①
を
乗
せ
る
。

☆ �

塩
鯖
の
代
わ
り
に
生
鯖
を
使
用
し

自
分
で
調
味
す
る
事
で
、
0.8
ｇ
の

減
塩
効
果
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
ご
ま
酢
和
え

作
り
方

① �

き
ゅ
う
り
は
小
口
切
り
、
キ
ャ
ベ

ツ
は
１
㎝
の
千
切
り
、
生
姜
は
千

切
り
、
ワ
カ
メ
は
戻
し
て
お
く
。
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② �

キ
ャ
ベ
ツ
は
さ
っ
と
茹
で
て
、
水

気
を
絞
る
。

③ �

調
味
料
を
合
わ
せ
、具
材
と
和
え
る
。

☆ �

野
菜
の
歯
ご
た
え
や
、
酸
味
、
薬

味
野
菜
の
香
り
で
薄
味
で
も
満
足

感
が
出
ま
す
。

　

 �

野
菜
や
海
藻
類
に
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
は
、
体
の
余
分
な
塩
分
を
排

出
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

 �（
※
腎
臓
に
病
気
の
あ
る
方
は
、
医

師
や
管
理
栄
養
士
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
）

の
っ
ぺ
い
汁

作
り
方

① �

豆
腐
は
さ
い
の
目
切
り
、
野
菜
類

は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

こ
ん
に
ゃ
く
は
下
茹
で
し
て
お
く
。

② �
鍋
に
だ
し
汁
を
熱
し
、
豆
腐
と
葱

以
外
の
材
料
を
や
わ
ら
か
く
煮
る
。

③ �
し
ょ
う
ゆ
で
味
を
調
え
、
豆
腐
と

葱
を
入
れ
、
水
溶
き
片
栗
粉
で
と

ろ
み
を
付
け
る
。

☆ �

具
沢
山
に
す
る
こ
と
で
、
少
な
い

調
味
料
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。

　

 �

と
ろ
み
を
付
け
る
こ
と
で
味
を
感

じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

 �

一
味
な
ど
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け

る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

薬剤師 介護福祉士

【
材
料
】（
４
人
分
）

● 

鯖
…
４
切

● 

塩
…
小
さ
じ
１
／
５

● 

玉
葱
…
１
／
２
個

● 

人
参
…
１
／
４
本

● 

生
椎
茸
…
４
枚

● 

ピ
ー
マ
ン
…
２
個

● 

大
根
…
２
０
０
ｇ

● 

し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
１
弱

● 

だ
し
汁
…
大
さ
じ
２

◆ 

ご
は
ん　

１
８
０
ｇ

◆ 

焼
き
鯖
の
お
ろ
し
か
け

◆ 

キ
ャ
ベ
ツ
の
ご
ま
酢
和
え

◆ 

の
っ
ぺ
い
汁

栄
養
量
（
１
食
１
人
分
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
…
５
９
６
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

た
ん
ぱ
く
質
…
25
ｇ

脂
質
…
16
ｇ

塩
分
…
1.8
ｇ

本
当
は
お
い
し
い
減
塩
料
理 

!!

　
　

～
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
食
生
活
か
ら
～

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　
管
理
栄
養
士　

沖
見 

晃
子

【
材
料
】（
４
人
分
）

● 

き
ゅ
う
り
…
１
本

● 

キ
ャ
ベ
ツ
…
１
／
８
個

● 

カ
ッ
ト
ワ
カ
メ
…
小
さ
じ
４ 

● 

生
姜
…
１
／
４
か
け

● 

す
り
ご
ま
…
適
量

● 

酢
…
大
さ
じ
１

● 

砂
糖
…
大
さ
じ
１

● 

薄
口
し
ょ
う
ゆ
…
小
さ
じ
１
強

【
材
料
】（
４
人
分
）

● 

木
綿
豆
腐
…
１
／
２
丁

● 

油
揚
げ
…
１
枚

● 

大
根
…
１
５
０
ｇ

● 

人
参
…
１
／
４
本

● 

こ
ん
に
ゃ
く
…
１
／
４
枚

● 

葱
…
適
宜

● 

薄
口
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
１
弱

● 

だ
し
汁
…
適
宜

● 

片
栗
粉
…
大
さ
じ
１


